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される新たなエネルギー準位として，ICT (Intramolecular Charge Transfer) エネルギー準位の存在を証






チン 1 より共役鎖を 2 つ短くした C35-類縁体 3，
共役鎖を１つ短くした C37-類縁体 4 である。これ
ら類縁体の合成は、塩基に不安定とされるβ-エポ     Figure 2,  C35，C37類縁体 
キシケトン部を有するセグメントを用い，改良 Julia反応を行うことで合成することを計画した。 
 C35 類縁体 3 の合成は，C20β-エポキシケトンセグメント 5 と，既知化合物である C15 アレンセグ
メント 6の改良 Julia反応により合成することができた。セグメント 5は，アクチノールを原料として，
Sharpless不斉エポキシ化を鍵反応に合成した。問題となる改良 Julia反応において種々検討を行ったと
























3 : C35-Fucoxanthin Analogue





  C37類縁体 4の合成は，C20β-エポキシケトンセグメント 5と，先の C35類縁体合成より共役鎖の 1




て KHMDS，LiHMDSを試みたが反応は進行しなかった(Entry 2, 3)。次に，TBAIを添加し検討を行っ
た(Entry 4)。TBAIを添加し，カウンターカチオンをアンモニウムカチオンにすることで反応は進行し，
目的生成物を 63%の収率で得ることが出来た。最後に弱酸条件で TES基の除去を行い，蛍光灯下によ








































   TBAI(10)
       THF
0 oC 63%
1)  Table 1
2) PPTS















5 : C20!-epoxyketone segment
1) NaHMDS 
    THF, -78 oC, 76%
2) PPTS
     MeOH, 81%
3) h", benzen
Analogue 3
OAcHO
•
BT-O2S
6 : C15#$$%&'()*%+,%&-
Scheme 1 C35./0123
